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こ
の
度
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
長
を
三
村
公

二
前
会
長
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
三
村
会
長
、
長

年
の
ご
尽
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

神
漢
連
は
平
成
一
八
年（
二
〇
〇
六
）に
設
立
さ

れ
、
早
や
十
八
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
凡
そ

二
三
〇
名
の
会
員
を
擁
し
て
い
ま
す
。
神
漢
連
は
、

初
代
中
山
清
会
長
に
始
ま
り
、
二
代
岡
崎
満
義
会

長
、
三
代
三
村
公
二
会
長
と
引
き
継
が
れ
、
私
が
四

代
目
と
な
り
ま
す
。
事
務
局
長
は
、
田
原
健
一
氏
に

始
ま
り
、
桜
庭
慎
吾
氏
、
三
村
公
二
氏
、
高
津
有
二

氏
と
引
き
継
が
れ
、
こ
の
度
、
久
川
憲
四
郎
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
神
漢
連

は
以
下
の
三
原
則

の
も
と
発
展
し
て

き
た
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

一
．	

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、
そ
の
意
見
・
経
験
が

生
か
さ
れ
る
。

二
．	「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
と

す
る
。

三
．	

毎
年「
漢
詩
入
門
講
座
」を
開
催
し
て
新
規
会

員
を
迎
え
入
れ
、
さ
ら
に
同
期
漢
詩
サ
ー
ク
ル

を
結
成
す
る
。

　

第
一
項
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
趣
味
で
は
詩
吟

や
書
道
の
愛
好
家
な
ど
、
現
役
時
代
は
民
間
企
業
・

役
所
・
学
校
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
文
科
系
・
理
科
系
、

男
性
・
女
性
、
Ｉ
Ｔ
に
強
い
人
・
中
国
語
に
堪
能
な

人
な
ど
…
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
が
あ
る
の
で
、
各

漢
詩
サ
ー
ク
ル
に
は
活
気
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い
た
諸
活
動
や
七
絶
推
敲
表
の
開

発
・
活
用
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。尚
、

弱
点
と
し
て
は
、
若
い
会
員
が
少
な
い
こ
と
と
、
漢

学
・
漢
詩
の
正
規
教
育
を
受
け
た
会
員
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
こ
と
、な
ど
で
す
。

　

第
二
項
の
モ
ッ
ト
ー
に
つ
い
て
は
、
私
は
以
下
の

よ
う
に
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

①	

我
々
は
漢
詩
を
熱
心
に
、
且
つ
の
び
や
か
に
ゆ
っ

た
り
と
学
び
、
そ
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

の
一
助
と
し
て
い
る
。
珠
玉
の
詩
句
へ
の
感
動
、

生
活
の
う
る
お
い
、
描
写
の
妙
に
触
れ
る
こ
と
、

名
所
旧
跡
訪
問
の
楽
し
み
…
。

②	

漢
詩
を
学
ぶ
活
動
の
な
か
に
、
常
に
漢
詩
を
楽
し

み
、
遊
ぶ
要
素
を
取
り
入
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
吟

行
会
、「
自
詠
自
書
」、「
自
詠
自
吟
」
…
。

　

第
三
項
は「
金
港
方
式
」と
し
て
、故
石
川
忠
久
先

生
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
も
の
で
す
。

①	

今
年
も
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
二
十
六
名
の

方
々
が
全
五
回
の「
漢
詩
入
門
講
座
」を
受
講
さ

れ
、古
今
の
名
詩
を
鑑
賞
す
る
と
共
に
、「
だ
れ
に

も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」を
用
い
て
、
七
言
絶

句
を
一
首
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②	

や
り
方
と
し
て
は
、
講
義
と
共
に
、
神
漢
連
の
会

員
が
数
名
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
毎
に
実
作
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

③	

更
に
、
新
会
員
が
同
期
の
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
そ

こ
に
作
詩
レ
ベ
ル
の
高
い
会
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
し
、
作
詩
の
学
習
を
自
主
的
に
続
け
て
い
ま

す
。
現
在
十
五
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
今
回
ま
た

一
つ
仲
間
が
増
え
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
漢
連
に
は
諸
先
輩
が
築
き
上
げ

た
よ
き
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
時

代
の
変
化
に
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
文
末
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
が
、
副
会
長
は

経
験
豊
富
な
水
城
ま
ゆ
み
氏
と
新
井
治
仁
氏
に
お
願

い
し
て
、執
行
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
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退
任
さ
れ
た
三
村
前
会
長
、
中
島
前
副
会
長
、
飯
島

前
副
会
長
、
高
津
前
事
務
局
長
、
新
任
の
新
井
副
会

長
、久
川
事
務
局
長
に
ご
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。

会
長
を
辞
す
る
に
当
た
っ
て
！

三
村
公
二

　

二
年
前
、
八
十
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に
会
長
を
辞

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
真
っ

只
中
の
混
乱
の
時
だ
っ
た
の
で
、
言
い
出
せ
な
い
ま

ま
一
期
延
長
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、

そ
の
お
か
げ
と
い
う
べ
き
か
、
香
取
新
会
長
以
下
の

新
体
制
を
構
築
し
て
い
た
だ
く
時
間
が
十
分
に
あ
っ

た
の
で
、今
年
は
順
調
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

在
任
中
、
常
に
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
神
漢
連
の
一

番
弱
い
所
は
何
処
か
、
そ
れ
を
強
化
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た
。
故
石
川
岳

堂
先
生
や
窪
寺
貫
道
先
生
に
支
え
ら
れ
て
き
た
時
代

に
は
あ
ま
り
意
識
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
神
漢
連

に
は
、
中
国
文
学
、
中
で
も
特
に
学
問
と
し
て
の
漢

詩
を
身
に
着
け
て
こ
ら
れ
た
方
が
少
な
く
、
そ
の
点

に
お
い
て
連
盟
を
強
く
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
人
材
に

恵
ま
れ
て
い
な
い
。
私
自
身
、
会
社
卒
業
後
に
漢
詩

の
勉
強
を
始
め
た
の
で
あ
り
、
中
国
文
学
を
基
礎
か

ら
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
な
り
に
勉
強
し

て
き
た
つ
も
り
な
の
で
、自
ら
を「
叩
き
上
げ
」と
称

し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
文
学
・
漢
詩
を
学
問
と

し
て
マ
ス
タ
ー
し
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
と
は
、
そ
の

底
の
深
さ
の
違
い
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
砂
上
の
楼

閣
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
基
礎
が
で
き
て
い
な
い

と
い
う
点
に
お
い
て
、
正
に
そ
れ
に
近
い
。
竹
林
舎

で
代
表
さ
れ
る
優
秀
な
諸
先
輩
方
は
私
と
は
比
べ
よ

う
も
な
い
深
い
知
見
を
お
持
ち
で
あ
る
が
、
お
一
人

を
除
い
て
、
何
れ
も
会
社
卒
業
後
に
漢
詩
を
勉
強
さ

れ
た
方
々
で
、
大
学
で
中
国
文
学
を
基
礎
か
ら
学
ば

れ
て
は
い
な
い
。

　

こ
う
い
う
思
い
を
背
景
と
し
て
、
連
盟
全
体
の

底
上
げ
を
図
る
べ
く（
連
盟
の
弱
み
を
強
化
す
る
べ

く
）、
市
川
桃
子
先
生
、
後
藤
淳
一
先
生
、
高
芝
麻
子

先
生
と
、
独
力
で
詩
語
集
を
作
ら
れ
た
菅
原
武
先
生

の
四
人
の
先
生
方
に
神
漢
連
の「
特
別
会
員
」に
な
っ

て
頂
い
た
。
そ
し
て
、
事
あ
る
た
び
に
相
談
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
を
い
た
だ
け
る
体
制
を
作
っ

て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

鷲
野
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
に
も
総
会
で
ご
講
演

を
お
願
い
で
き
る
道
も
開
か
れ
た
の
で
、
新
し
い
執

行
部
は
こ
の
状
況
を
今
一
度
よ
く
ご
理
解
い
た
だ

い
て
、
先
生
方
に
登
場
願
う
機
会
を
も
っ
と
増
や
し

て
、
そ
の
豊
富
な
知
見
を
十
分
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
連
盟
の
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
を
図
る
よ
う
運
営

に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

会
員
の
中
に
は
、
十
分
に
勉
強
し
て
い
る
か
ら
先

生
方
に
頼
ら
な
く
て
も
、
何
の
不
自
由
も
な
い
と
誇

る
人
も
い
る
と
思
う
が
、
詩
の
持
つ
深
い
意
味
を
味

わ
え
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
て
、
そ
れ
を
連
盟
全
体

に
波
及
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
る
事
が
重
要
な
の
で

あ
る
。

　

退
任
に
当
た
っ
て
、
余
計
な
事
な
が
ら
、
こ
れ
だ

け
は
皆
さ
ん
方
に
言
い
残
し
て
お
き
た
い
。

退
任
の
御
挨
拶

中
島
龍
一

　

平
成
二
十
九
年（
２
０
１
７
）か
ら
の
三
村
体
制

か
ら
、
丸
六
年
に
な
り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
思
い
出
に
あ
る
の
は
平
成
二
十
八

年
の
神
漢
連
十
周
年
の
記
念
式
典
、
翌
二
十
九
年
に

実
施
し
た
、
十
周
年
漢
詩
大
会
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
な
ど
で
す
。

　

記
念
講
演
は
故
石
川
忠
久
先
生
の「
陶
淵
明
、詩
と

人
生
」が
印
象
的
で
し
た
。
横
浜
市
開
港
記
念
館
一
・

二
階
の
満
席
四
百
八
十
人
、
立
っ
て
聞
く
人
が
出
る

ほ
ど
の
盛
況
で
、
三
百
部
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
品
切
れ
と
な
り
来
客
に
謝
っ
た
こ
と
な
ど
、
先
生

の
絶
大
な
人
気
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
詩
語
カ
ー
ド
を
使
っ
て
詩
句
作
成
と
パ
ソ

コ
ン
編
集
な
ど
で
、
初
心
者
の
個
人
指
導
を
し
た
こ

と
も
思
い
出
で
す
。
ま
た
、「
歩
こ
う
神
奈
川
漢
詩

八
十
景
」の
出
版
も
皆
さ
ん
の
努
力
の
成
果
で
し
た
。

　

漢
詩
大
会
は
、
全
国
に
応
募
を
か
け
て
、
横
浜
、
中

華
街
な
ど
を
詩
題
と
し
た
二
百
七
十
首
に
つ
い
て
、
選

評
・
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
選
評
に
当
た
っ

て
の「
石
川
語
録
」を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。　

１
．
詩

が
こ
な
れ
て
い
る
か
。２
．風
格
が
あ
る
か
。３
．起
承

転
結
の
構
成
が
あ
る
か
。４
．文
字
の
働
き
が
あ
る
か
。

５
．
用
語
の
上
品
さ
や
結
句
の
オ
チ
の
有
無
。
総
じ
て

「
な
に
か
目
立
つ
も
の
、
な
に
か
人
の
気
付
か
な
い
視

点
を
見
出
せ
ば
勝
ち
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
漢
詩
稽

古
の
指
南
と
し
て
今
も
有
難
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

以
上
、ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



3

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第33号 令和5（2023）年7月15日

漢
詩
と
我
が
人
生

飯
島
敏
雄

　

高
校
時
代
の
漢
文
の
授
業
の
時
に
学
ん
だ「
帰
去

来
辞
」、「
五
柳
先
生
伝
」、
お
よ
び「
李
白
」や「
杜
甫
」

の
詩
に
受
け
た
感
動
は
八
秩
の
今
で
も
心
に
深
く

残
っ
て
い
る
。
工
業
高
校
を
卒
業
し
て
会
社
勤
め
を

し
て
い
た
時
に
社
報
に
日
頃
の
思
い
を
投
稿
す
る
記

事
の
中
に
は「
花
に
も
涙
を
流
し
」等
の
漢
詩
の
一
節

を
入
れ
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
後
大
学
の
工
学

部
の
機
械
工
学
科
で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
っ
た
時

も
学
生
に
配
布
し
た
機
械
工
学
の
演
習
問
題
用
紙
の

下
部
に
は「
四
書
五
経
」や
漢
詩
を
載
せ
て
学
生
に
機

械
工
学
と
の
学
び
を
関
連
付
け
て
話
を
し
て
い
た
。

四
十
五
年
勤
め
を
終
え
た
直
後
に
友
人
の「
川
上
修

己
さ
ん
」か
ら「
神
漢
連
」に「
初
心
者
入
門
講
座
」と

い
う
漢
詩
の
勉
強
の
場
が
あ
る
こ
と
を
伺
っ
た
の
で
、

早
速
入
会
し
て
本
格
的
な
漢
詩
の
勉
強
が
始
ま
っ
た
。

講
座
の
終
了
後
に
十
五
名
の
同
期
生
で「
五
友
会
」を

結
成
し
た
。指
導
の「
田
原
健
一
先
生
」と「
高
津
有
二

先
生
」の
提
出
詩
の
批
正
は
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思

い
で
聞
い
た
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
経

験
が
有
っ
た
の
で
神
漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
か
ら
、
月
々
の
更
新
な
ど
九
年
ほ
ど
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。神
漢
連
で
の
役
が
軽
く
な
っ
た

今
日
は
蘇
軾
も
憧
れ
て
い
る

「
桃
源
郷
」に
辿
り
つ
け
る
道

を
杖
を
携
え
な
が
ら
探
し
歩

き
、
見
つ
か
れ
ば
そ
こ
で
酒

を
詩
友
と
飲
酒
し
な
が
ら
好

き
な
碁
を
楽
し
み
た
い
。

神
漢
連
に
感
謝
で
す
！

高
津
有
二

　

横
浜
開
港
一
五
〇
周
年
記
念
の
漢
詩
大
会
で
漢
詩

の
募
集
が
あ
る
と
知
っ
て
、
当
時
の
故
田
原
事
務
局

長
に
電
話
し
た
の
が
、
最
初
の
ご
縁
で
、
そ
の
日
の

会
話
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
早
速
、
漢
詩

の
応
募
と
初
心
者
入
門
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

神
漢
連
で
お
世
話
に
な
っ
て
十
四
年
、
後
半
は
、

執
行
理
事
と
か
事
務
局
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
本
当
に
お
役
に
立
て
た
の
か
な
と
内
心
忸
怩

た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
期
生（
好
文
会
）と
し
て
入
会
し
て
か
ら
の

出
来
事
を「
漢
詩
神
奈
川
」を
見
な
が
ら
思
い
出
し

て
み
る
と
、
実
に
多
く
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
故
石
川
先
生
と
毎
年
ご
一
緒
し
た
恒
例
の

吟
行
会
、
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
、
盛
会
裏
に
実
施
さ

れ
た
十
周
年
記
念
行
事
、
西
安
、
敦
煌
の
中
国
漢
詩

ツ
ア
ー
と
、思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

何
と
言
っ
て
も
漢
詩
を
通
し
て
多
く
の
人
と
お
知

り
合
い
に
な
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と（
今
も
続
い
て
い
ま
す
が
）は
、私
の
人
生
の

宝
物
で
あ
り
、
神
漢
連
に
感
謝
以
外
の
何
物
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
の
時
代
へ
と
漢
詩
勉
強
の

ツ
ー
ル
に
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
漢
詩
の
真
髄
は
変

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
神
漢
連

の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を「
漢
詩
を
学
ぶ
、

漢
詩
を
楽
し
む
」に
読
み
替
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
漢

詩
と
共
に
歩
い
て
い
き
ま
す
。

「
人
財
活
用
」で
気
軽
に
楽
し
い
交
流
を
！

副
会
長（
新
任
）　	

新
井
治
仁

　

連
盟
加
入
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
十
五
年
。
博
学

の
先
輩
諸
氏
、
多
芸
多
才
の
友
人
達
と
濃
密
な
時
間

と
思
い
出
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

神
漢
連
の
人
財
豊
富
さ
と
多
様
性
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
財
産
を
も
っ
と
も
っ
と
深
堀
り
し
、
連
盟
内
外

に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
詩
作
、
鑑
賞
、
サ
ー
ク
ル
討
論
な
ど

色
々
な
場
面
で
多
角
的
に
、
気
軽
で
且
つ
生
産
的
な

雑
談
、
交
流
が
大
切
で
す
。
時
に
は
会
員
だ
け
で
な

く
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
利
用
の
土
日
企
画
で
、
勤
労
者
、
学
生

学
び
直
し
層
、
時
に
海
外
居
住
者
へ
訴
求
す
る
な
ど

皆
で
知
恵
を
持
ち
寄
り
た
い
も
の
で
す
。

　
「
有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
」は
至
言
で
す
。
ご

助
言
、ご
協
力
宜
し
く
！

事
務
局
長
就
任
に
あ
た
っ
て

事
務
局
長（
新
任
）　

久
川
憲
四
郎

　

先
の
総
会（
五
月
三
十
日
開
催
）で
の
人
事（
案
）

承
認
に
よ
り
事
務
局
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
久
川
憲

四
郎
で
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
漢
詩
入
門
講
座
の
三
期
生
で
好
文
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
入
門
講
座
受
講
時
に
知
っ
て
い
た
漢
詩

は
、
唯
一
つ
、
国
破
れ
て
山
河
在
り
、
で
始
ま
る
杜

甫
の「
春
望
」で
し
た
。漢
詩
の
知
識
は
無
き
に
等
し

く
勉
強
の
方
法
も
手
探
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が

十
六
年
前
で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
私
が
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て
る
か
ど
う

か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
与
え
ら
れ
た
責
務
を
精

一
杯
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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令
和
五
年
度
第
十
八
回
定
期
総
会

事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

本
年
度
の
第
十
八
回
定
期
総
会
は
五
月
三
十
日
、

神
奈
川
県
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ご
来
賓

の
鷲
野
正
明
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
に
ご
臨
席
を
賜

り
、会
員
約
六
十
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
挨
拶
に
立
た
れ
た
三
村
会
長
が
報

告
事
項
を
終
え
た
あ
と
、
進
行
を
新
執
行
体
制
に
お

願
い
す
る
旨
の
発
言
、
了
承
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
議

長
席
に
は
新
会
長
予
定
の
香
取
和
之
氏
が
着
席
し
、

議
事
進
行
に
入
っ
た
。

　

次
い
で
、
活
動
報
告
、
今
後
の
活
動
計
画
と
決
算

報
告
、会
計
監
査
報
告
、令
和
五
年
度
予
算
計
画（
本

頁
中
段
参
照
）並
び
に
人
事
案（
本
頁
下
段
参
照
）が

新
事
務
局
長
予
定
者
及
び
会
計
担
当
者
か
ら
提
案
さ

れ
、承
認
さ
れ
た
。

　

人
事
面
で
は
、会
長
、副
会
長
、事
務
局
長
、事
務

局
次
長
、
執
行
理
事
、
監
事
、
運
営
委
員
等
が
承
認

さ
れ
、新
た
な
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

総
会
後
の
漢
詩
講
演
会
で
は
、
来
賓
の
鷲
野
正
明

先
生
が「
旅
す
る
杜
甫
」を
講
演
さ
れ
、
会
員
以
外

の
参
加
者
も
含
め
、
百
四
十
名
強
の
聴
講
者
が
あ
っ

た
。
講
演
内
容
は
、Y

ouT
ube

に
収
め
て
、
全
国
各

県
連
に
も
送
付
し
、好
評
を
博
し
て
い
る
。

令
和
四
年
度
決
算
・
五
年
度
予
算

（
単
位
：
円
）

令
和
五
年
度
人
事

☆
理
事

　

古
田
光
子　

岡
田
泰
男　

横
山
真
吾　

桜
庭
慎
吾

　

室
橋
幸
子　

中
島
龍
一（
新
）　

飯
島	

敏
雄（
新
）

　

高
津	

有
二（
新
）

☆
執
行
理
事

　

香
取
和
之（
会
長・新
）　

水
城
ま
ゆ
み（
副
会
長
）

　

新
井
治
仁（
副
会
長・新
）

　

久
川
憲
四
郎（
事
務
局
長・新
）

　

東
島
正
樹（
事
務
局
次
長・新
）

　

瀧
川
智
志　

山
口
幸
雄　

蔦　

清
昭　

柴
本
信
子

　

白
石
信
隆　

五
嶋
美
代
子　

高
橋
純
子

　

牛
山
知
彦（
再
）　　

高
田
宗
治（
新
）

☆
監
事　
　
　

松
井
秀
人　

鈴
木
正
敏

☆
特
別
相
談
役　

岡
崎
満
義　

三
村
公
二（
新
）

☆
相
談
役　
　

住
田
笛
雄

☆
顧
問　
　
　

窪
寺　

啓　

淺
岡
清
明　

池
上
一
利

☆
役
員
退
任　

理
事
退
任　

玉
井
幸
久

☆
運
営
委
員　

家
吉
幸
二　

岩
波
弘
道　

竹
村
文
孝

　
　
　
　
　
　

田
川
行
雄　

橋
本
孝
一　

中
村
講
二

　
　
　
　
　
　

内
山
早
奈
江　

田
内　

隆

☆
運
営
委
員
退
任　

川
喜
田
康　

安
藤
啓
子

（
参
考
）

☆
特
別
会
員　

市
川
桃
子　

高
芝
麻
子

　
　
　
　
　
　

後
藤
淳
一　

菅
原　

武

☆
竹
林
舎　
　

玉
井
幸
久　

飯
沼
一
之　

古
田
光
子

　
　
　
　
　
　

住
田
笛
雄　

桜
庭
慎
吾

　
　
　
　
　
　

三
村
公
二（
新
）　

水
城
ま
ゆ
み（
新
）

　
　
　
　
　
　

中
島
龍
一（
新
）　

高
津
有
二（
新
）

連
盟
の
行
事

令和 4年度一般会計決算 令和 5年度一般会計予算 令和 4年度田原基金決算 令和 5年度田原基金予算
区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額

収入

前年度繰越 580,590

収入

前年度繰越 650,920

収入

前年度繰越 858,526

収入

前年度繰越 902,045
年会費等 753,500 年会費等 933,500 叢書頒布 45,520 叢書頒布 30,000
行事参加費 54,900 行事参加費 402,000 その他収入 0 その他収入 1,000
その他 137,100 その他 21,000 収入計 904,046 収入計 933,045
収入計 1,526,090 収入計 2,007,420

支出
叢書刊行 2,001

支出
叢書刊行 20,000

支出

庶務費 216,335

支出

庶務費 570,000 その他雑費 0 その他雑費 25,000
広報事業費 153,374 広報事業費 190,000 支出計 2,001 区分 支出計 45,000
教育事業費 283,903 教育事業費 570,000 残 次年度繰越 902,045 残 次年度繰越 888,045
全漢連費 217,728 全漢連費 242,500
その他 3,830 その他 130,920
支出計 875,170 支出計 1,703,420

残 次年度繰越 650,920 残 次年度繰越 304,000

令和 4年度末神奈川県漢詩連盟資金残高
一般会計	 650,920 円
田原基金	 902,045 円
　合計	 1,552,965 円
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

「
熱
海
梅
園
に
て
」（
二
月
二
十
七
日
開
催
！
）

	

～
新
会
員
歓
迎
を
主
眼
に
開
催
～

　

神
漢
連
十
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
始
ま
り
、
そ

の
後「
櫻
淵
夢
幻
」（
千
鳥
ヶ
淵
）、「
尾
瀬
散
策
」（
尾

瀬
高
原
）を
テ
ー
マ
に
各
自
書
斎
か
ら
自
由
な
雰
囲

気
で
交
流
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
第
一
回
は
、
昨
年
度
新
サ
ー
ク
ル
の「
既

望
会
」等
、
新
し
い
方
々
を
歓
迎
す
る
目
的
も
含
め

初
春
の
梅
を
熱
海
に
尋
ね
ま
し
た
。
柏
梁
体
に
代
え

詩
作
に
役
立
つ
七
絶
規
則
で
投
稿
す
る
や
り
方
も

定
着
し
、約
三
十
の
句
は
、い
ず
れ
も
名
句
が
競
い
、

連
句
講
師（
水
城
、香
取
両
先
生
）も
選
考
に
悩
ま
れ

た
所
で
す
。

　

講
評
に
も
参
加
者
へ
の
助
言
が
数
多
く
含
ま
れ
て

お
り
意
見
交
換
等
、
時
間
を
忘
れ
る
盛
り
上
が
り
で

し
た
。
参
加
者
に
は
、
事
前
に
熱
海
の
現
地
を
実
際

に
訪
れ
投
句
に
備
え
た
方
も
お
ら
れ
、
一
同
び
っ
く

り
、
自
ら
楽
し
さ
、
思
い
出
を
倍
増
さ
せ
る
工
夫
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
今
後
も
夏
冬
の
年

二
回
、
サ
ー
ク
ル
間
の
サ
ロ
ン
の
場
と
し
て
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
世
話
役
各
位

の
ご
尽
力
で
中
身
の
濃
い
こ
の
ツ
ー
ル
を
気
軽
に

使
っ
て
例
会
、
他
サ
ー
ク
ル
と
交
流
を
進
め
る
た
め

の
企
画
に
も
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
次
回
は

八
月
二
十
四
日（
木
）の
予
定
で
す
。

　

是
非
名
所
、
穴
場
な
ど
広
く
候
補
地
を
お
寄
せ
下

さ
い
。	

（
新
井
治
仁
）

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
に
参
加
し
て

志
詩
会　

木
村　

孝

　
「
漢
詩
で
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」は
神
漢
連
の
モ
ッ

ト
ー
だ
が
、神
漢
連
の
催
し
の
中
で
も「
遊
ぶ
」の
要

素
が
最
も
色
濃
い
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

先
ず
は
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
映
像
で
観
光
。
家

に
居
な
が
ら
絶
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
次
に

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
で
韻
字
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は

当
た
り
は
ず
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も「
遊
び
」の
う

ち
と
考
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
２
つ
の
文
字
か
ら
選
べ

る
と
い
う
救
済
措
置
も
と
ら
れ
て
い
る
。
韻
字
が
決

ま
っ
た
ら
漢
和
辞
典
と
詩
語
集
を
頼
り
に
七
言
一
句

を
拈
る
。
締
め
切
り
ま
で
じ
っ
く
り
考
え
、
満
を
持

し
て
投
句
す
る
。
集
め
ら
れ
た
句
で
人
気
投
票
が
行

わ
れ
る
の
も
参
加
型
で
楽
し
い
。

　

吟
行
会
当
日
は
司
会
の
進
行
と
講
師
に
よ
っ
て
手

際
よ
く
連
句
が
作
ら
れ
て
行
く
。
神
漢
連
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
吟
行
会
ツ
ー
ル
が
あ
っ
て
毎
回
改
良
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
事
前
に
人
気
投
票
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
、
こ
こ
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
投
句
集
計
や

ツ
ー
ル
の
準
備
な
ど
目
に
見
え
な
い
裏
方
作
業
の
お

か
げ
で
参
加
者
は
気
軽
に
楽
し
め
る
。
す
べ
て
の
投

句
に
対
し
て
講
師
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
る

の
も
う
れ
し
い
。
優
秀
句
や
人
気
句
の
発
表
に
一
喜

一
憂
す
る
う
ち
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
が
過
ぎ

た
。

　

吟
行
会
終
了
後
、
投
句
し
た
七
文
字
を
結
句
に
置

い
て
絶
句
に
仕
立
て
て
み
た
。
普
段
か
ら
詩
題
に
苦

労
し
て
い
る
身
に
は
あ
り
が
た
い
材
料
だ
。

さ
あ
、次
回
の
吟
行
地
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
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灯
を
と
も
す
こ
と
。
そ
し
て
向
か
い
合
う
と
夢
の
よ

う
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
こ
に
月
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

二
人
の
間
に
あ
る
の
は
二
人
の
顔
を
照
ら
す
灯
で

す
。ど
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

２
．辺
境
放
浪

　

さ
て
、
杜
甫
は
官
を
棄
て
妻
子
と
食
料
を
求
め
て

秦
州
に
行
き
ま
す
。次
の「
秦
州
雜
詩
」は
そ
こ
で
作

ら
れ
ま
し
た
。

　

鼓
角
緣
邊
郡　

川
原
欲
夜
時

　

秋
聽
殷
地
發　

風
散
入
雲
悲

　

抱
葉
寒
蟬
靜　

歸
山
獨
鳥
遲

　

萬
方
聲
一
槪　

吾
道
竟
何
之

　

辺
境
の
塞
は
夕
暮
れ
に
な
る
と
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら

さ
れ
角
笛
が
吹
か
れ
ま
す
。
そ
の
音
が
、
地
の
底
か

ら
湧
い
て
く
る
よ
う
で
、
風
に
散
り
雲
に
入
っ
て
悲

し
み
を
た
た
え
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
こ
の
音
の
表

現
が
杜
甫
の
気
持
ち
、
あ
る
い
は
戦
争
に
駆
り
出
さ

れ
て
い
る
兵
士
の
悲
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
葉
に
し

が
み
つ
い
て
い
る
蝉
は
、
何
か
言
い
た
い
け
れ
ど
何

も
言
え
ず
一
縷
の
望
み
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
自
分

を
、
群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
の
ろ
の
ろ
と
飛
ぶ
一
羽
の
鳥

は
、
行
く
当
て
の
な
い
杜
甫
の
気
持
ち
で
す
。
風
景

描
写
で
あ
り
な
が
ら
、気
持
ち
を
詠
う
。こ
れ
を「
情

景
一
致
」と
言
い
ま
す
。
食
料
が
あ
る
と
聞
い
て
秦

州
に
来
た
も
の
の
無
く
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
戦
争
の

音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
私
は
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
と
絶
望
を
詠
っ
て
い
ま
す
。

憐
れ
む
と
は
か
わ
い
そ
う
で
は
な
く
可
愛
い
と
思
う

こ
と
。
杜
甫
に
は
こ
の
頃
四
人
の
子
供
が
お
り
ま
し

た
。
杜
甫
が
長
安
に
捕
ら
わ
れ
の
身
で
あ
る
こ
と
も

ま
だ
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
幼
い
子
ら
が
寝
静
ま
り
、

月
を
眺
め
る
妻
の
髪
を
夜
霧
が
し
っ
と
り
と
潤
し
て

い
る
だ
ろ
う
。「
臂（
ひ
）」と
は
肘
か
ら
手
首
ま
で
の

こ
と
。
一
般
的
に
唐
の
女
性
は
袖
の
長
い
服
を
着
用

し
て
い
ま
し
た
の
で
、玉
の
よ
う
な
す
べ
す
べ
し
た
臂

が
寒
そ
う
に
月
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

頬
杖
を
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
奥
さ
ん
の
こ
と

を
と
て
も
綺
麗
に
詠
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
し
て
、
今
は

別
々
に
看
て
い
る
月
を
、嬉
し
涙
が
乾
く
ま
で
一
緒
に

眺
め
る
日
が
い
つ
来
る
で
あ
ろ
う
か
と
詠
い
ま
す
。

　

四
六
歳
の
時
、
長
安
を
逃
れ
、
鄜
州
に
妻
子
を
迎

え
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
時
の
詩
が「
羌
村
」で
す
。

妻
と
の
再
会
、
今
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
話
し
て
い
る

と
隣
近
所
の
人
た
ち
ま
で
が
集
ま
っ
て
き
て
泣
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
一
幕
が
あ
り
夜
の
場
面
で
す
。

更
に
燭
を
秉
る
と
は
子
供
た
ち
を
寝
か
せ
て
改
め
て

『
旅
す
る
杜
甫
』

　
―
鷲
野
正
明
先
生
講
演
会
―

　

令
和
五
年
五
月
三
十
日（
火
）神
奈
川
近
代
文
学

館
に
於
い
て
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
の
鷲
野
正
明

先
生
に
よ
る『
旅
す
る
杜
甫
』の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
百
四
十
名
を
超
え
る
来
場
者
で

盛
会
で
し
た
。

１
．混
乱
の
な
か
で

　

杜
甫
四
四
歳
の
時
、
安
禄
山
の
乱
が
起
こ
り
ま

す
。
翌
年
家
族
を
鄜ふ

州し
ゅ
うに
疎
開
さ
せ
単
身
で
粛
宗
の

行
在
所
に
向
か
い
ま
す
が
、
途
中
賊
軍
に
捕
ら
え
ら

れ
て
長
安
に
幽
閉
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
奥
さ
ん
を

想
っ
て
作
っ
た
詩
、こ
れ
が「
月
夜
」で
す
。

　

今
夜
鄜
州
月　
　

閨
中
只
獨
看

　

遙
憐
小
兒
女　
　

未
解
憶
長
安

　

香
霧
雲
鬟
濕　
　

淸
輝
玉
臂
寒

　

何
時
倚
虛
幌　
　

雙
照
淚
痕
乾

　

一
句
目
妻
が
鄜
州
で
月
を
看
て
い
る
だ
ろ
う
、
と

言
い
ま
す
。
普
通
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る
時
は
自

分
が
月
を
看
て
綺
麗
だ
と
思
い
、
そ
こ
か
ら
連
想
し

て
妻
も
看
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
詠
い
ま
す
。
が
、
杜
甫

は
そ
の
一
般
的
な
作
り
方
を
変
え
、
自
分
が
長
安
の

月
を
看
て
い
る
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
非
常

に
新
し
い
詠
い
方
で
す
。
只
だ
と
は
只
だ
独
り
で
は

な
く
一
人
で
看
る
し
か
な
い
状
態
と
い
う
意
味
で
す
。

講演される鷲野正明先生講演される鷲野正明先生
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鷲
野
先
生
の
と
て
も
細
や
か
な
解
説
で
、
時
代
状

況
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
詩
作
意
欲
を
絶
や
す
こ
と

の
な
い
杜
甫
の
強
さ
を
感
じ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
に
あ
た
り
鷲
野
先
生
よ
り
玉
韻
を
頂

戴
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

神
奈
川
近
代
文
學
館
讀
杜
詩
後
題

篇
篇
敍
景
奪
天
工　
篇
々	

叙
景	

天
工
を
奪
い

舟
載
孤
愁
追
正
風　
舟
は
孤
愁
を
載
せ
て
正
風
を
追
う

金
港
晚
來
燈
數
點　
金
港	

晩
来	

灯
数
点

飄
飄
鷗
染
夕
陽
紅　
飄
々
と
し
て
鷗
は
夕
陽
に
染
り
て
紅
な
り

令
和
五
年
五
月
三
十
日　

鷲
野
正
明

　

詩
の
前
半
は
、
講
演
で
話
し
た
内
容
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
杜
甫
の
詩
は
、
す
べ
て
叙
景
が
す
ば
ら
し

い
こ
と
、
孤
愁
を
抱
き
な
が
ら
舟
で
移
動
し
た
こ

と
、
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
い
た
こ
と
、
を
言
っ
て

い
ま
す
。「
正
風
」は『
詩
経
』で
い
う「
正
風
」「
変
風
」

の「
正
風
」で
す
。
後
半
は
、
講
演
が
終
わ
っ
た
あ
と

の
夕
暮
れ
の
横
浜
港
。結
句
の「
飄
飄
鷗
」は
講
演
で

読
ん
だ「
旅
夜
書
懷
」「
飄
飄
何
所
似　

天
地
一
沙
鷗
」

を
意
識
し
た
句
で
す
。
夕
陽
に
紅
く
染
ま
る
鷗
は
、

も
と
よ
り
神
漢
連
の
発
展
を
籠
め
て
い
ま
す
。

記　

高
橋
純
子

　

細
草
微
風
岸　

危
檣
獨
夜
舟

　

星
垂
平
野
濶　

月
湧
大
江
流

　

名
豈
文
章
著　

官
應
老
病
休

　

飄
飄
何
所
似　

天
地
一
沙
鷗

　

わ
ず
か
な
風
で
も
揺
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
か
細
い

草
。心
震
え
る
悲
し
み
を
詠
い
ま
す
。目
を
外
の
大
自

然
に
向
け
る
と
自
分
は
何
と
ち
っ
ぽ
け
な
の
だ
ろ
う
。

有
名
に
な
る
こ
と
な
ん
て
望
ま
な
い
が
官
僚
は
老
病

の
身
で
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ち
こ
ち
さ

ま
よ
う
自
分
は
一
体
何
に
似
て
い
る
の
か
、
ま
る
で

天
地
の
間
を
さ
ま
よ
う
一
羽
の
鴎
だ
と
言
い
ま
す
。

何
と
も
寂
し
い
で
す
が
、
前
向
き
な
生
き
方
が
伝
わ

り
ま
す
。
貧
乏
で
も
妻
子
を
連
れ
て
食
料
を
求
め
て

旅
を
す
る
。そ
し
て
、詩
を
作
り
続
け
る
わ
け
で
す
か

ら
ね
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
杜
甫
の

詩
は
い
い
で
す
ね
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
面
白
く
な
り

ま
す
。一
歩
一
歩
詩
を
読
ん
で
い
く
と
良
い
で
す
ね
。

３
．成
都
の
草
堂
で

　

更
に
食
料
を
求
め
剣
閣
を
越
え
て
四
川
の
成
都
に

行
き
ま
す
。
友
人
の
厳
武
が
節
度
使
と
し
て
や
っ
て

き
て
生
活
を
援
助
し
て
く
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

こ
の
成
都
に
い
る
時
だ
け
平
和
な
生
活
を
送
っ
て
お

り
、
詩
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
詠
い
方
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る「
春
夜
喜
雨
」は
、五
十
歳
の
時

の
詩
で
す
。

　

好
雨
知
時
節　

當
春
乃
發
生

　

隨
風
濳
入
夜　

潤
物
細
無
聲

　

野
徑
雲
倶
黒　

江
船
火
獨
明

　

曉
看
紅
濕
處　

花
重
錦
官
城

　

良
い
雨
は
降
る
時
節
を
知
っ
て
お
り
草
木
が
繁

る
。
そ
の
雨
は
風
の
ま
に
ま
に
ひ
そ
か
に
降
り
出
し

音
も
な
く
万
物
を
潤
し
ま
す
。
白
く
乾
い
た
中
国
の

大
地
が
春
の
雨
で
黒
々
と
な
る
と
、
と
て
も
嬉
し

い
。
で
す
か
ら
こ
の
黒
は
暖
か
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

川
に
浮
か
ぶ
舟
の
紅
い
漁
火
が
灯
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
夜
に
見
た
一
点
の
紅
が
最
後
の
聯
に
向
け
て
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
明
け
方
に
は
街
い
っ
ぱ
い
に
紅

い
花
が
雨
に
濡
れ
重
々
し
く
、
重
な
る
よ
う
に
咲
い

て
い
る
。詩
の
中
に
は「
喜
ぶ
」と
は
一
つ
も
出
て
き

ま
せ
ん
が
、嬉
し
い
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。

４
．長
江
を
下
っ
て

　
「
旅
夜
書
懷
」は
杜
甫
の
孤
独
を
詠
い
ま
す
。

熱心に聴く多数の来場者熱心に聴く多数の来場者
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十
七
期
漢
詩
入
門
講
座
開
催

　
―
新
た
な
仲
間
が
神
漢
連
に
入
会
―

　

令
和
五
年
度
漢
詩
入
門
講
座（
旧
初
心
者
改
称
）

は
四
月
十
三
日
か
ら
五
月
二
十
四
日
の
間
五
回
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
漸
く
コ
ロ
ナ
明
け
の
開
催

と
な
り
、
計
二
十
六
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
昨
年
に

続
き
最
後
ま
で
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
の

寺
子
屋
指
導
は
五
班
で
講
師
の
先
生
方
総
出
で
対

応
、
質
疑
に
時
間
を
忘
れ
る
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
特
色
は
、
男
性
十
六
名
、
女
性
十
名
、

う
ち
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
な
ど
六
名
が
見
え
、
本
講

座
が
広
域
で
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
窺
わ
れ
ま

し
た
。
年
齢
は
六
十
後
半
～
七
十
前
半
を
頂
点
に
、

中
国
駐
在
経
験
者
、
詩
吟
、
書
道
指
南
な
ど
多
彩
な

顔
ぶ
れ
で
、
既
に
十
八
名
の
方
が
新
加
入
さ
れ
る
な

ど
連
盟
に
新
た
な
息
吹
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
十
七
期

サ
ー
ク
ル
と
し
て

次
の
陣
容
で
発
足

す
る
予
定
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
世
話

人
代
表
・
吉
池
純

さ
ん
、
世
話
人
小

林
豊
朗
さ
ん
、
伊

藤
邦
彦
さ
ん
、
岡

田
一
郎
さ
ん
。
講

師
は
新
井
治
仁
、

東
島
正
樹
の
各
役
員
で
す
。

　

最
終
日
の
卒
業
詩
二
十
首
の
講
評
で
表
彰
さ
れ
た

作
品
は
次
の
通
り
で
す
。	

（
新
井
治
仁
）

　

梅
天
閑
詠　
　
　
　

梅
天
閑
詠	

小
林
豊
朗

梅
天
黙
坐
小
齊
中　
梅
天
黙
坐
す	

小
斎
の
中

煙
雨
模
糊
暗
半
空　
煙
雨
模
糊
と
し
て	

半
空
暗
し

雙
燕
歸
來
人
不
到　
双
燕
帰
り
来
た
る
も
人
は
到
ら
ず

寂
然
酌
酒
一
簾
風　
寂
然
と
酒
を
酌
め
ば
一
簾
の
風

　

山
寺
散
策　
　
　
　

山
寺
散
策	

伊
藤
邦
彦

山
中
佛
閣
寂
無
聲　
山
中
の
仏
閣
寂
と
し
て
声
無
く

煙
雨
濛
濛
萬
物
生　
煙
雨
濛
々	

万
物
生
ず

數
刻
恍
然
詩
未
就　
数
刻
恍
然	

詩
未
だ
就
ら
ず

忘
歸
塵
外
賞
心
傾　
帰
る
を
忘
れ	

塵
外
賞
心
傾
く

　

偶
成　
　
　
　
　
　

偶
成	

吉
池　

純

淡
淡
穿
墻
十
日
霖　
淡
々
と
墻
を
穿
つ	

十
日
の
霖

蕭
然
點
滴
碧
苔
侵　
蕭
然
た
る
点
滴	

碧
苔
を
侵
す

蝸
牛
不
動
窓
前
竹　
蝸
牛
動
か
ず	

窓
前
の
竹

薄
暮
冥
冥
煙
雨
深　
薄
暮
冥
々	

煙
雨
深
し

　

晩
春
有
感　
　
　
　

晩
春
有
感	

岡
田
一
郎

老
松
高
聳
浴
春
光　
老
松
高
く
聳
え	
春
光
を
浴
び

燕
子
歸
來
一
草
堂　
燕
子
帰
来
す	

一
草
堂

師
友
論
詩
無
限
興　
師
友
詩
を
論
じ
て　

無
限
の
興

揮
毫
半
日
俗
情
忘　
揮
毫
す
る
こ
と
半
日
俗
情
忘
る

最
優
秀
賞

優
良
賞

漢
詩
入
門
講
座
に
参
加
し
て

小
林
豊
朗

　

前
々
か
ら
漢
詩
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
機
会
を
得
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に「
定
年
時
代
」と
い
う
新
聞
で
漢
詩
入
門
講
座

受
講
生
募
集
の
記
事
を
見
て
応
募
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
三
月
ま
で
四
十
数
年
間
、
高
校
で
国
語
と
書

道
を
教
え
て
い
た
の
で
、
漢
詩
は
随
分
授
業
で
扱
い

ま
し
た
。
し
か
し
私
自
身
は
漢
詩
を
作
っ
た
こ
と
は

な
く
、「
平
仄
」も
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
講
座
で
、
漢
詩
に
は
様
々
な
規
則
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、そ
れ
に
従
っ
て「
だ
れ
漢
」の
詩
語
表

と
首
っ
引
き
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
、
平
仄
を
合
わ

せ
、
漢
和
辞
典
を
夢
中
で
引
い
て
漢
詩
を
作
っ
て
い

る
と
、
気
分
は
も
う
唐
の
詩
人
と
い
う
感
じ
で
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
喜
び
を
味
わ
え
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
勉
強
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
残
念
な
の
は
こ
の
喜
び
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す

初めてで難しいことが多い！初めてで難しいことが多い！

熱心に講義を聴く受講者熱心に講義を聴く受講者
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会
員
の
活
動「
現
状
と
展
望
」

	

事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

神
漢
連
の
活
動
の
二
本
柱
と
い
え
る
漢
詩
サ
ー

ク
ル
の
活
動
と
、
漢
詩
鑑
賞
会
の
活
動
は
、
こ
の
一

年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
様
々
な
障
害
を
乗
り

越
え
て
活
動
を
継
続
さ
れ
、
お
世
話
頂
い
た
役
員
の

方
々
、講
師
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
十
五
の
サ
ー
ク
ル
が
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
メ
ー
ル
、
文
書
に
よ
る
交
流
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
あ
る
い
は
対
面
方
式
と
、
夫
々
の
実
情
に
応
じ
て

工
夫
を
凝
ら
し
継
続
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル

活
動
の
問
題
点
は
、
高
齢
化
に
伴
う
サ
ー
ク
ル
員
の

減
少
傾
向
と
講
師
の
先
生
不
足
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル

の
統
廃
合
は
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
詩
鑑
賞
会
は
、
鑑
賞
会
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
霧
笛
女

子
会
の
四
つ
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
方
式
を
中
心
に
継
続
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
漢
詩
を

読
ん
で
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
ト
ー
タ
ル
と
し

て
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
は
自
宅
で
気
軽
に
参
加
出

来
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
も
こ
の
方
式
で

実
施
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
事
務
局

の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
神
辞
会
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
推
敲
表
等
の
利

用
方
法
の
説
明
会
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
詠
自
書
の
会
も
令
和
五
年
度
総
会
開
催

日
を
挟
ん
で
の
作
品
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
活
動

令和4（2022）年度サークル活動状況	
開始年、区分 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催月・曜日 主な会場 特記事項
H19、1期
H30、12期 金星干支会 9 五嶋美代子 三村公二

新井治仁
奇数月
第２火 県民センター 昨年度から金星干支会。題詠と自由題のどちらかで

作詩。地球市民プラザ化県民センターで会場で開催。
H20、2期
H25、7期 三水・七歩会 8 中島龍一 古田光子 奇数月

第３水
八洲学園大学
（高島町） 対面で指導・研修している。課題詩（時に自由題）。

H21、3期 好文会 7 高津有二 玉井幸久 偶数月
第３木 すべてZOOM 8月を除く偶数月5回、全てZOOM.　10月、2月は神辞会幹事グ

ループから連句方式の七言絶句の提出があり、盛り上げて頂いた。

H22、4期 詩游会 10 新井治仁 住田笛雄 偶数月
第３火

神奈川県立
公文書館

8月を除きほぼ対面で開催。実働5=6名。今後に向け詩集発行、若手サー
クルなどとの合併など意見交換。11月末には鎌倉への吟行会を実施。

H23、5期 五友会 7 飯島敏雄 住田笛雄 偶数月
第２木

4月～12月までZOOMで開催、
2月はかながわ県民センター

12月まではZOOM、2月は対面開催。会員も少なく
なり11期生の詩友会と次年度から合併が決まった。

H24、6期 以文会 10 香取和之 桜庭慎吾 奇数月
第３木

かながわ労働プラザ。
又は、紙上批正。

コロナ禍等により、主としてメールによる会員相互の意見交換（互
評）と、先生による批正を行った。2回は例会会場にて対面式。

H24、岳精会 岳精会漢詩
研究会 7 家吉幸二 三村公二 偶数月

第2水
岳精流日本吟院総
本部（川崎市川崎区）

対面式で開催。講師批正、質疑応答、ディスカッション形式。例会始
めに全員で「岳精会会詩」を合吟、終わりに「自詠自吟」で納めている。

H26、8期 八起会 10 橋本孝一 中島龍一 奇数月
第３木

技能文化会館、男女共同
参画センター横浜南

4~8人位で推移。詩稿提出は兼題・自由題で二つ
まで可能。

H27、9期 九詩期会 13 山口幸雄 古田光子 奇数月
第２木

八洲学園大学
（高島町） まだコロナが続いたが、全回対面で実施した。

H28、
千代田岳精会

千代田岳精会
漢詩研究部 9 田川行雄 桜庭慎吾

香取和之
偶数月
第2木

新宿文化セン
ター

新型コロナウイルスが収まって以降は対面での例
会が開催されている。

H28、10期 十期会 9 高田宗治 高津有二 奇数月
第３木

横浜市戸塚公
会堂

11月に代表が交代した。定例会はZOOM方式が	
4回、対面方式が2回実施した。

H29、11期 詩林会 5 白石信隆 中島龍一
飯島敏雄

偶数月
第２水

県民活動センター
神奈川労働プラザ

定例会開催5回、すべて対面。12月に五友会との合併を
決定。新サークル名　「五友詩林会」。令和5年4月より。

R1、13期 令和会 9 竹村文孝 松井秀人 奇数月
第１火

横浜市西区福祉活
動拠点「フクシア」 対面開催　4回、ZOOM開催　2回

R2,14期 志詩会 7 東島正樹 香取和之
牛山知彦

偶数月
第3月

なか区民活動
センター

例会6回開催。会員は1名減って7名（女性3名、男
性4名）。

R3・15期 逸語会 11 田内隆 水城まゆみ
高田宗治

奇数月
第1火

かながわ県民
センター 定例会開催　6回（全て対面）。1月に代表者交代。

R4・16期 既望会 9 内山早奈江 高津有二
白石信隆

偶数月
第2火

神奈川近代文
学館 R4年10月発足、10月、12月、2月の3回開催。

計 16サークル 140 奇数月8，偶数月8

注：５期五友会と11期詩林会は合併して令和５年４月より「五友詩林会」となった。（合計15サークル）

漢詩鑑賞会一覧	
名称 講師 曜日・時間 会場 問合せ先 概要

鑑賞会Ａ 桜庭慎吾、三村公二 第４木
13：30─15：45 ZOOM 白石信隆

080-3471-6618 宋詩鑑賞

鑑賞会Ｂ 住田笛雄、水城まゆみ 第４金
13：30─16：00 ZOOM 高田宗治

090-1841-6764 聯珠詩格の鑑賞と詩作

鑑賞会Ｃ 中島龍一、新井治仁、
香取和之、高津有二

第４火
13：30─16：00

ZOOM又は,	
かながわ労働プラザ

新井治仁
045-432-5438 御定佩文齋詠物詩選の七言絶句

霧笛女子会 古田光子、水城まゆみ、	
横溝比呂美、大森冽子

偶数月、第１火
13：00─15：00 神奈川県民センター 水城まゆみ

0463-87-2657 各講師の講義

9
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漢
詩
鑑
賞
会
Ａ　
〜
宋
詩
の
巨
人
・
蘇
軾
の
人
生
〜

鑑
賞
会
Ａ　

世
話
役　

鈴
木
正
敏

　
「
宋
詩
観
賞
」は
本
年
四
月
の
例
会
で
、
二
五
回
と

な
り
四
年
目
を
迎
え
た
。
愉
快
だ
っ
た
先
の
唐
詩
観

賞
の
六
年
間
も
速
か
っ
た
。
し
か
し
宋
詩
は
、
先
代

の
唐
詩
と
は
些
か
、多
少
異
な
る
気
味
に
あ
る
。

　

特
に
宋
詩
を
代
表
す
る
蘇
軾
の
人
生
に
は
、
興
味

が
尽
き
な
い
。
左
遷
と
栄
進
を
繰
り
返
す
波
乱
に
富

ん
だ
生
涯
を
送
り
、
そ
れ
に
詩
も
詞（
詩
余
）も
、
書

か
ら
描
画
ま
で
超
弩
級
の
才
あ
る
万
能
の
文
人
。
生

前
か
ら
大
衆
的
人
気
が
高
い
。
二
千
四
百
余
詩
の
全

て
に
、
人
間
的
な
暖
か
味
と
ユ
ー
モ
ア
が
満
ち
て
当

に
天
性
の
自
由
人
か
。中
国
六
大
詩
人
の
一
人
。

　

新
・
旧
法
の
、
相
違
者
の
王
安
石
に
、
十
五
年
遅

く
生
ま
れ
、
十
五
年
遅
く
進
士
と
な
り
、
ま
た
十
五

年
遅
く
死
去
。奇
縁
と
言
え
る
良
循
環
の
後
輩
だ
。

　

欧
陽
修
の
直
系
愛
弟
子
で
、
文
学
者
と
し
て
の
力

量
名
声
は
師
を
凌
駕
し
た
。
官
吏
と
し
て
は
不
遇
の

人
生
。書
を
読
む
こ
と
万
巻
な
る
も
、律
読
ま
ず
。

「
読
書
万
巻
不
読
律
」四
四
歳
の
時
、死
を
覚
悟
。

　

黄
州
に
流
罪
時「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
」「
赤
壁
の
賦
」

等
の
傑
作
。
四
九
歳
時
に
は
、
王
安
石
を
訪
交
歓
。

人
生
、あ
ざ
な
え
る
縄
の
如
く
。止
揚
の
哲
学
か
。

　

晩
年
、陶
淵
明
に
次
韻
し
た「
東
坡
和
陶
詩
」等
恵

州
・
海
南
島
で
の
、巨
視
の
作
品
が
待
た
れ
る
。

桜
庭
先
生
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
名
講
義
を
ご
期
待

下
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
講
義
内
容
・
写
真
等

は
、手
軽
に
再
生
可
能
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
下
さ
い
。

自
詠
自
書
の
会
作
品
展
開
催
と

「
超
簡
単
・
自
詠
自
書
入
門
講
座
」開
催
案
内

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
等

の
た
め
開
催
の
な
か
っ
た

作
品
展
が
、
神
漢
連
総
会
・

漢
詩
講
演
会
開
催
日
前
後

の
五
月
二
十
八
日（
日
）
～

六
月
一
日（
木
）に（
二
十
九

日
は
休
館
）、
大
佛
次
郎
記

念
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
会
員
十
二
名
の

個
性
溢
れ
る
自
書
作
品
の
ほ
か
故
石
川
忠
久
先
生

の
遺
墨
を
、
出
品
会
員
が
協
力
し
て
展
示
を
行
い
、

一
四
〇
名
余
の
ご
高
覧
を
頂
き
ま
し
た
。

　

作
品
展
会
場
で
予
告
さ
れ
た
、
書
道
未
経
験
者
の

た
め
の「
超
簡
単
・
自
詠
自
書
入
門
講
座
」開
催
を

左
記
の
と
お
り
ご
案
内
し
ま
す
。
漢
詩
を
よ
り
楽
し

む
自
詠
自
書
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
日　

程	
八
月
十
三
日（
日
）十
三
時
半
～
十
七
時

	

作
品
作
り
の
イ
ロ
ハ
、書
道
具
店
訪
問

	

八
月
二
十
七
日（
日
）十
三
時
半
～
十
六
時

	

書
作
品
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〇
会　

場	

横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

	

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
桜
木
町
一
―
一

〇
参
加
資
格	

神
漢
連
会
員
で
作
品
展
未
出
品
者

〇
申　

込	
jieijisyo@

gm
ail.com

あ
て
メ
ー
ル

	

ま
た
は080-5521-6735

　

先
着
二
十
名

〇
参
加
費	

全
二
回
無
料
・
実
費　
　
（
牛
山
知
彦
）

五
友
詩
林
会
の
発
足
に
つ
い
て

五
友
詩
林
会　

白
石
信
隆

　

五
友
会
・
詩
林
会
共
に
運
営
上
差
し
迫
っ
た
問
題

は
な
か
っ
た
が
、
会
員
の
減
少
は
顕
著
で
、
い
ず
れ

対
策
が
必
要
と
の
認
識
に
あ
っ
た
。
神
漢
連
本
部
の

合
併
推
進
の
大
号
令
も
あ
り
、
合
併
を
現
実
の
も
の

と
し
て
検
討
を
開
始
し
た
。
合
併
が
原
因
で
の
脱
落

者
が
一
人
と
し
て
出
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
諸
条
件

を
検
討
し
た
結
果
、
詩
林
会
は
五
友
会
な
ら
相
手
と

し
て
こ
の
条
件
を
満
た
し
う
る
と
定
例
会
で
判
断
、

そ
の
場
に
講
師
と
し
て
同
席
の
飯
島
五
友
会
代
表
か

ら
も
こ
れ
ま
で
サ
ー
ク
ル
内
で
話
し
合
っ
て
き
た
内

容
か
ら
は
、
五
友
会
と
し
て
も
受
入
れ
可
能
性
は
高

い
旨
表
明
が
あ
り
，
持
ち
帰
り
検
討
し
て
も
ら
っ
た

結
果
、十
二
月
末
に
急
転
直
下
合
併
が
決
ま
っ
た
。

　

正
式
発
足
に
先
立
ち
、三
月
十
六
日（
木
）に
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
顔
合
わ
せ
会
を
実
施
、
会
員
の
自
己
紹

介
と
各
担
当
の
決
定
、
詩
稿
提
出
の
ル
ー
ル
な
ど
会

運
営
の
基
本
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

四
月
十
三
日（
木
）に
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
で
第

一
回
定
例
会
を
実
施
、当
日
は
住
田
先
生
と
会
員
十
一

名
の
う
ち
八
名
の
出
席
で
新
サ
ー
ク
ル
が
発
会
し
た
。

年
次
が
や
や
開
い
た
メ
ン
バ
ー
同
士
の
合
併
を
危
惧

す
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
活
発
な
意
見
交
換
に
終
始

し
、順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

会
後
は
近
く
の
居
酒
屋
で
懇
親
会
を
行
い
、
住
田

先
生
を
中
心
に
和
気
あ
い
あ
い
の
会
話
が
飛
び
交

い
、
合
併
し
た
て
の
サ
ー
ク
ル
と
は
思
え
な
い
和
や

か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
〜
北
宋
時
代
か
ら
南
宋
へ
〜

鑑
賞
会
Ａ
世
話
役　

鈴
木
正
敏

　

鑑
賞
会
Ａ
は
、
六
年
間
の
唐
詩
鑑
賞
を
修
了
後
、

二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら「
宋
詩
鑑
賞
」を
開
始
。主
任

講
師
は
、
熱
意
溢
れ
る
桜
庭
先
生
と
名
ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー
の
三
村
先
生
。
講
義
も
三
年
を
経
過
し
て
北
宋

詩
も
佳
境
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式
で
快
調
。
適
切
且
つ
明

解
な
る
資
料
。
ま
た
鑑
賞
会
Ｈ
Ｐ
で
、
完
全
収
録
し

た
講
義
録
が
、
容
易
に
視
聴
で
き
て
大
好
評
だ
。
毎

回
、四
〇
名
前
後
の
会
員
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

宋
代
は
十
世
紀
中
期
か
ら
で
、
凡
そ
三
百
年
間
の

社
会
と
文
化
の
大
き
な
変
革
の
進
歩
し
た
、
東
洋
の

大
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
だ
っ
た
。

　

情
熱
的
で
華
々
し
い
唐
詩
に
対
し
、
宋
詩
の
特
長

は
理
知
的
で
精
神
の
内
に
向
か
う
論
理
性
が
あ
る
。

梅
尭
臣
、
欧
陽
脩
、
司
馬
光
、
王
安
石
と
北
宋
の
巨

人
蘇
軾
に
ド
ッ
プ
リ
埋
没
し
鋭
意
ま
だ
挑
戦
中
。

　

名
言
に
、「
不
識
廬
山
真
面
目　

只
縁
身
在
此
山

中
」、
蘇
軾「
題
西
林
壁
」七
絶
の
転
結
。「
廬
山
の
真

の
姿
を
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
私
が
山
中
に
い
た
か

ら
だ
」と
謳
う
。
何
事
も
距
離
を
お
い
て
客
観
的
に

見
な
い
と
、
そ
の
真
面
目
は
把
握
で
き
な
い
と
暗

示
。理
を
以
っ
て
詩
を
為
す
表
現
か
。

　

十
二
世
紀
後
半
は
第
二
の
頂
点
、
南
宋
の
大
家
陸

游
、
八
五
歳
ま
で
に「
剣
南
詩
稿
」に
一
万
首
残
す
。

陸
游
・
范
成
大
・
楊
万
里
の
三
人
は
、
北
宋
亡
国
の

頃
に
一
つ
違
い
ず
つ
で
生
ま
れ
、生
涯
の
詩
友
だ
。

　

ま
す
ま
す
面
白
く
な
り
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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大
正
天
皇
の
漢
詩

五
友
詩
林
会　

大
野
若
人

　

過
目
黑
村　
　
　
　

大
正
天
皇

雨
餘
村
落
午
風
微　
雨
余
の
村
落
午
風
微
な
り

新
綠
陰
中
蝴
蝶
飛　
新
緑
陰
中
蝴
蝶
飛
ぶ

二
漾
芳
香
來
撲
鼻　

二
様
の
芳
香
来
り
て
鼻
を
撲
つ

焙
茶
氣
雜
野
薔
薇　
茶
を
焙
る
の
気
は
雑
わ
る
野
薔
薇
に

　

大
正
天
皇
の
詩
は
、
石
川
忠
久
先
生
の
著
書
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
歴
代
天
皇
の
な
か
で
漢
詩
を
一
番

多
く
作
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
で
詠
っ
た
目
黒
は
、
私
が
か
つ
て
勤
務
し

た
職
場
に
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
、

武
家
屋
敷
が
あ
る
地
域
を
別
と
し
て
、
農
村
で
あ

る
。
皇
太
子
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
明
治
に
お
い
て
、

目
黒
川
を
西
に
越
え
る
と
、畑
が
広
が
り
、歌
川（
安

藤
）広
重
の
浮
世
絵
に
あ
る
富
士
も
見
え
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
詩
を
読
む
と
、
目
黒
の
静
か
な
風
景
が
浮
か

び
、
大
正
天
皇
の
自
然
と
庶
民
を
愛
す
る
お
人
柄
が

伺
え
る
。

　

こ
の
詩
は
難
し
い
詩
語
や
表
現
を
使
う
こ
と
は
な

く
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
率
直
な
表
現
が
見
ら
れ

る
。
起
承
と
転
結
の
詩
語
を
呼
応
さ
せ
て
い
る
と
こ

ろ
と
、
二
様
の
芳
香
が
雑
わ
る
な
ど
、
漢
詩
創
作
を

す
る
者
と
し
て
上
手
い
と
感
じ
、
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
詩
で
あ
る
。

　

大
正
天
皇
は
、
全
国
各
地
を
巡
啓
さ
れ
、
私
が

育
っ
た
舞
鶴
の
ほ
か
、
各
地
の
情
景
や
想
い
を
詠
っ

て
い
て
、
セ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
、
親
し
み
を
感
じ
る

詩
が
多
い
。

私
が
衝
撃
を
受
け
た
詩

十
期
会　

高
田
宗
治

　

古
詩　

其
十
四　
　
　

無
名
氏　
（
六
句
抜
粋
）

去
者
日
以
疎　
去
る
者
は
日
に
以
て
疎
く

生
者
日
以
親　
生
く
る
者
は
日
に
以
て
親
し

古
墓
犂
爲
田　
古
墓
は
犂
か
れ
て
田
と
為
り

松
柏
摧
爲
薪　
松
柏
は
摧
か
れ
て
薪
と
為
る

思
還
故
里
閭　
故
の
里
閭
に
還
ら
ん
こ
と
を
思
い

欲
歸
道
無
因　
帰
ら
ん
と
欲
す
る
も　

道
の
因
る
無
し

注「
生
者
」は「
名
句
で
た
ど
る
漢
詩
の
世
界
」（
小
学
館
）に
基
く

　

私
が
こ
の
詩
に
出
会
っ
た
の
が
七
十
代
前
半
で
、

最
も
衝
撃
を
受
け
た
詩
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
は『
文
選
』に「
古
詩
十
九
首
」と
し
て
収

録
さ
れ
た
五
言
詩
の
一
首
で
、「
生
と
死
」と
い
う
永

遠
の
主
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
リ
ア
ル
に
素
朴
に

表
現
さ
れ
た
類
い
稀
な
る
作
品
と
言
え
る
。

　
「
去
者
と
生
者
」忘
却
の
彼
方
へ
と
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
う
死
者
と
、
日
ご
と
に
親
し
み
を
増
し
て
ゆ

く
生
者
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
更
に
悲
し
み
を
誘
う
。

　
「
古
墓
と
松
柏
」長
い
年
月
を
経
て
思
い
出
深
い

墓
や
松
柏
が
い
つ
し
か
畑
や
薪
と
な
り
、
元
の
姿
が

消
え
果
て
た
現
実
に
、つ
れ
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
思
還
と
欲
帰
」死
者
た
ち
が
故
郷
の
村
に
戻
り

た
い
と
し
て
、
そ
の
辿
る
べ
き
道
さ
え
無
い
と
嘆
く

旅
人
の
寂
し
さ
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
詩
は
十
句
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
人
の

世
の
常
を
こ
こ
ま
で
表
現
で
き
る
と
は
実
に
驚
き
で

あ
る
。
正
に
こ
の
詩
こ
そ
漢
詩
の
凄
さ
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
思
い
が
し
て
な
ら
な
い
。「
漢
詩
の
魅
力
こ

こ
に
あ
り
」と
も
い
え
る
名
詩
で
あ
ろ
う
。

私
の
好
き
な
漢
詩

　

−

漢
詩
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

−

自
分
の
名
字
が
入
っ
た
詩
に
魅
せ
ら
れ
る

九
詩
期
会　

牛
山
知
彦

　

九
日
齊
山
登
高　
　
　
　
　
　
　
　

杜
牧

江
涵
秋
影
鴈
初
飛　
江
は
秋
影
を
涵
し
て
雁
初
め
て
飛
び

與
客
攜
壺
上
翠
微　
客
と
壺
を
携
え
て
翠
微
に
上
る

塵
世
難
逢
開
口
笑　
塵
世
口
を
開
い
て
笑
う
に
逢
い
難
く

菊
花
須
插
滿
頭
歸　
菊
花
須
ら
く
満
頭
に
挿
し
て
帰
る
べ
し

但
將
酩
酊
酬
佳
節　
但
だ
酩
酊
を
将
っ
て
佳
節
に
酬
い
ん

不
用
登
臨
恨
落
暉　
用
い
ず
登
臨
し
て
落
暉
を
恨
む
を

古
往
今
來
只
如
此　
古
往
今
来
只
此
く
の
如
き
の
み

牛
山
何
必
濁
霑
衣　
牛
山
何
ぞ
必
ず
し
も
独
り
衣
を
霑
さ
ん
や

　

神
漢
連
に
入
会
す
る
前
、
あ
ま
り
漢
詩
の
内
容
も

理
解
せ
ず
に
書
作
対
象
の
漢
詩
を
探
し
て
い
た
時
、

自
分
の
名
字
が
入
っ
た
漢
詩
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
面
白
い
と
、
自
宅
の
襖
二
枚
に
こ
の
詩
を

書
き
ま
し
た
。
そ
の
襖
の
書
を
眺
め
る
う
ち
に
、
く

よ
く
よ
せ
ず
に
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
大
意
を
徐
々

に
か
み
し
め
て
、大
い
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、九
詩
期
会
の「
江
南
漢
詩
の
旅
」蘇
州
滄

浪
亭
で
の
日
中
交
流
会
の
席
上
揮
毫
で
も
こ
の
詩
を

書
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
牛
山
」の
部
分
を
指
し

て
名
前
を
説
明
し
た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。

会
員
の
た
よ
り
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遅
々
と
し
て
上
達
し
な
い
者
の
つ
ぶ
や
き

九
詩
期
会　

武
田
一
郎

　

漢
詩
に
関
し
て
は
、
中
級
に
届
い
て
い
る
か
ど
う

か
も
怪
し
い
私
が「
漢
詩
神
奈
川
」に
寄
稿
し
て
ほ

し
い
と
云
わ
れ
、
戸
惑
っ
て
い
る
が
、
最
近
感
じ
て

い
る
こ
と
を
少
し
書
い
て
み
た
い
。

　

鷲
野
先
生
の「
中
級
の
た
め
の
漢
詩
創
作
」の
中

に
、『
漢
詩
は
、
外
国
の
古
典
語
を
使
う
外
国
の
詩
』

と
か
、『
詩
は「
お
も
い
」を「
詠
う
」も
の
…
心
を
凝

ら
し
、「
お
も
い
」を
純
粋
に
し
、「
言
い
た
い
こ
と
・

伝
え
た
い
こ
と
」を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を「
詠
う
」』

と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
・
日
本
で
生
ま
れ

育
っ
た
私
に
は
、
中
々
感
覚
的
に
追
従
出
来
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
産
業
革
命
の

前
後（
古
代vs.

現
代
）で
は
、
交
通
手
段
や
通
信
手

段
、
生
活
環
境
・
様
式
等
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ

と
や
、
国
・
民
族
～
文
化
・
気
質（
中
華
思
想
・
道

教
の
影
響
等
）・
気
候
風
土
・
歴
史
的
背
景
等
の
違

い
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
漢
詩
を
味
わ
う
』と
云
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ

の
漢
詩
の
作
ら
れ
た
時
代
背
景
や
作
者
の
人
と
な
り
、

人
間
関
係
、
地
理
的
条
件
等
を
知
り
、
更
に
典
故
が

使
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
典
故
に
関
す
る
故
事
を
調

べ
、
そ
れ
等
を
踏
ま
え
て
、
作
者
の
詩
に
込
め
た「
お

も
い
」を
理
解
・
共
有
し
て
味
わ
う
と
い
う
こ
と
は

可
能
だ
と
感
じ
て
い
る
が
、『
漢
詩
を
作
る
』と
云
う

こ
と
に
関
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
様
々
な
違
い
か
ら
、

「
適
切
な
詩
語
が
な
い
」と
か
、「
感
覚
的
に
し
っ
く
り

こ
な
い
」と
か
に
悩
ま
さ
れ
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。

高
啓
、我
愁
從
何
來
詩
管
見三

水
七
歩
会　

大
谷
明
史

　
「
我
愁
從
何
來
、
秋
至
忽
見
之
。
欲
言
竟
難
名
、
泯

然
聊
自
知
。（
我
が
愁
は
何い
ず
こよ
り
来
た
る
、秋
至
れ
ば

忽
ち
之
を
見
る
。
言
わ
む
と
欲
す
る
も
竟
に
名
づ
け

難
し
、泯び
ん

然
と
し
て
聊
か
自
ら
知
る
な
り
）」

　

御
承
知
の
通
り
、
こ
れ
は
全
三
十
句
か
ら
成
る
高

啓
の
詩
の
冒
頭
四
句
で
あ
る
。
凡
そ
六
十
年
の
昔
こ

の
詩
を
初
め
て
目
に
し
て
、
こ
れ
は
漢
詩
形
式
を
以

て
詠
じ
た
近
代
詩
で
は
な
い
か
と
の
感
を
得
た
。

　

作
者
は
秋
と
共
に
忍
び
入
る
憂
愁
の
念
の
存
在
に

悩
み
、
そ
の
発
生
事
由
を
探
索
す
る
が
見
出
し
得
な

い
。
事
由
不
明
な
事
が
作
者
の
意
識
を
更
に
不
安
定

に
す
る
。（
実
は
自
身
の
運
命
を
漠
然
と
豫
感
し
た

の
か
も
知
れ
な
い
）こ
の
過
程
で
、
探
索
す
る
自
覚

的
自
我
は
自
己
内
の
憂
愁
を
他
者
と
し
て
客
体
視

し
て
居
り
、
作
者
特
有
の
苦
吟（「
青
邱
子
歌
」参
照
）

の
結
果
、
徹
底
的
に
内
向
的
な
三
十
句
の
古
詩
が
生

み
出
さ
れ
た
観
が
あ
る
。
か
か
る
内
向
性
が
、
後
世

の
無
学
な
読
者
の
眼
に
は
近
代
的
に
映
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。（
一
方
李
白「
抽
刀
斷
水
水
更
流
、
舉
杯
銷
愁

愁
更
愁
」の
句
は
自
我
と
愁
い
が
主
客
一
体
を
成
す

「
古
典
的
」名
吟
で
あ
ろ
う
）

　

処
で
、胸
底
の「
悲
哀
」の
事
由
を
見
出
せ
ぬ
苦
痛
を

詠
じ
た
の
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
で
あ
る
。
十
四
世
紀
の
漢

詩
人
と
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
詩
人
と
は
、
詩
風
も
生

き
方
も
全
く
異
に
し
つ
つ
、
共
に
不
安
定
な
る
自
我
の

様
相
を
安
定
し
た
定
型
詩
の
形
式
を
以
て
表
現
し
た
。

　

そ
れ
が
詩
人
だ
、と
声
が
聞
こ
え
る
。

独
り
言

志
詩
会　

鈴
木
拓
子

　
「
こ
の
子
と
目
が
あ
っ
た
と
た
ん
に
、
わ
か
っ
た

の
。
お
互
い
を
必
要
と
し
て
い
る
っ
て
」と
、
満
面

笑
顔
の
友
人
が
、
ス
マ
ホ
に
写
っ
て
い
る
子
犬
の
写

真
を
見
せ
る
。
勘
違
い
か
、
思
い
込
み
だ
と
思
う
の

だ
け
ど
。幸
せ
な
ら
い
い
か
。

　

漢
詩
の
勉
強
を
始
め
た
頃
、
暫
く
の
間
頭
が
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
勘
違
い
、
思
い

込
み
、誤
解
の
魔
界
の
せ
い
だ
っ
た
。

　

日
本
語
し
か
知
ら
な
い
の
に
、
漢
詩
を
作
ろ
う
な

ん
て
。だ
い
そ
れ
た
事
に
向
き
合
っ
て
、二
ヶ
月
、

六
ヶ
月
、
一
年
二
年
と
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
初
心
者

講
座
か
ら
だ
と
三
年
も
過
ぎ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

ま
だ
迷
路
の
中
に
い
る
。

　

漢
字
の
意
味
が
、
日
本
語
と
こ
ん
な
に
も
違
う
と

は
驚
き
だ
。
辞
書
を
開
か
な
く
て
も
、
こ
の
詩
語
な

ら
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
手
抜
き
し
て
詩
作
を
す

る
と
鋭
い
指
摘
を
受
け
た
。

　
「
和
習
」と
い
う
言
葉
を
最
近
知
っ
た
が
、私
は
ず
っ

と
そ
の
中
で
溺
れ
て
い
た
わ
け
だ
。
和
習
の
言
葉
の
下

に「
和
臭
」と
も
書
い
て
あ
っ
た
。
自
作
の
詩
は
少
し
、

又
は
大
分
臭
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
中
国
語
は

ド
ラ
マ
で
し
か
聞
い
た
こ
と
は
無
く
、
有
名
な
漢
詩
を

全
く
知
ら
ず
、
ま
た
読
も
う
と
も
し
な
い
。
努
力
不
足

の
こ
ん
な
私
で
も
、
現
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
唐

代
の
人
間
に
、い
つ
か
な
り
た
い
と
切
に
望
ん
で
い
る
。

会
員
の
声

―
多
彩
な
会
員
の
漢
詩
と
の
出
会
い
―
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木
版
画
と
漢
詩

金
星
干
支
会　

福
田
忠
夫

　

七
十
歳
に
な
り
木
版
画
を
始
め
写
真
ハ
ガ
キ
で

三
〇
字
程
漢
字
を
並
べ
て
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
俳
句

の
先
達
か
ら「
き
ち
ん
と
漢
詩
を
習
い
な
さ
い
！
」

と
お
叱
り
を
受
け
数
年
前
に
干
支
会
で
三
村
先
生
・

新
井
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
窪
寺
先
生

の「
漢
詩
実
作
」を
受
講
。錚
々
た
る
諸
先
輩
の
中
で

毎
回
代
作
ば
か
り
で
木
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が「
君
は
な
か
な
か
打
た
れ
強
い
ね
」と
か「
め
げ
ず

に
続
け
る
事
が
大
事
だ
よ
」と
励
ま
さ
れ
、
現
在
は

後
藤
先
生
に
ご
指
導
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

　

漢
詩
に
つ
い
て
は
出
来

る
だ
け
平
明
に
日
本
人
の

感
性
に
合
う
表
現
に
す
る

よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す

が
、
和
臭
や
現
代
語
使
用
不

可
や
簡
化
字
・
旧
字
体
の
辞

書
引
き
の
手
間
や
日
中
の
季
節
の
ズ
レ
な
ど
漢
詩
で

は
反
則
に
な
る
こ
と
が
多
く
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
濱
曳
山
祭「
子
供
歌
舞
伎
」

春
漲
江
州
社
日
天　
春
江
州
に
漲
る
社
日
の
天

神
前
舊
劇
舞
衣
鮮　
神
前
の
旧
劇　

舞
衣
鮮
か
な
り

児
童
切
切
餘
情
語　
児
童
切
切
と
余
情
語
り

窈
窕
柳
腰
又
可
憐　
窈
窕
の
柳
腰　

又
可
憐

　

九
月
に
十
周
年
の
木
版
画
展（
一
部
漢
詩
付
）を

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
ざ
み
野
で
開
催
予
定
で
す
。

よ
う
や
く
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
漢
詩

既
望
会　

小
島
数
子

　

楓
橋
夜
泊　
　
　
　
　
　
　

張
継

月
落
烏
啼
霜
滿
天　
月
落
ち
烏
啼
い
て
霜
天
に
満
つ

江
楓
漁
火
對
愁
眠　
江
楓
漁
火
愁
眠
に
対
す

姑
蘇
城
外
寒
山
寺　
姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半
鐘
聲
到
客
船　
夜
半
の
鐘
声
客
船
に
到
る

　

小
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
寝
る
部
屋

の
床
の
間
に
、
掛
軸
が
下
げ
て
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
何
て
書
い
て
あ
る
の
と
、
私
は
父
に
何
度
も
訊

ね
た
が
い
つ
も
、
有
名
な
漢
詩
だ
、
ま
あ
読
ん
で
み

て
く
れ
と
答
え
る
ば
か
り
で
、
父
も
意
味
が
解
か
ら

ず
下
げ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
眠
ろ
う
と
す
る
と
、
毎

晩
の
よ
う
に
目
に
入
っ
て
く
る
漢
詩
を
、
私
は
ひ
と

り
で
何
年
も
眺
め
続
け
た
が
、
ほ
と
ん
ど
読
め
ず
意

味
が
解
ら
ず
、
漢
詩
と
は
何
と
難
し
い
も
の
な
の
だ

ろ
う
と
苦
し
み
、掛
軸
を
外
し
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。

だ
か
ら
中
学
生
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
部

屋
で
寝
な
く
て
い
い
よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
ほ
っ
と

し
た
。
そ
し
て
高
校
生
に
な
っ
て
漢
詩
を
習
っ
た
時

に
、読
み
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

　

父
母
が
亡
く
な
り
、
誰
も
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の

暗
い
床
の
間
に
、
今
で
も
ま
だ
下
が
っ
て
い
る
掛
軸

の
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
ま
ま
、
書
か
れ
て
い
る
漢

詩
の
意
味
を
知
ら
ず
に
終
わ
り
に
す
る
の
は
良
く
な

い
と
考
え
た
。
そ
れ
で
、
最
近
に
な
っ
て
漢
詩
の
本

を
買
い
、
月
で
始
ま
り
、
霜
や
天
の
文
字
が
遣
わ
れ

て
い
る
詩
を
探
し
た
ら
、載
っ
て
い
た
。

「
閑
適
・
隠
逸
」の
詩

逸
語
会　

田
内　

隆

　

漢
詩
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、「
閑
適
・
隠
逸
」を
私
は

特
に
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
夏
目
漱
石
が『
草
枕
』の
冒
頭
で
、
漢
詩
の

「
閑
適
・
隠
逸
」の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
「
と
か
く
こ
の
世
は
住
み
に
く
い
」と
観
じ
た
主

人
公
の
画
家
は
、「
非
人
情
の
文
学
」、「
俗
念
を
放
棄

し
て
、
し
ば
ら
く
で
も
塵
界
を
離
れ
た
心
持
ち
に
な

れ
る
詩
」を
求
め
、
西
洋
に
は
そ
の
種
の
詩
は
な
い

が
東
洋
に
は
あ
る
、
と
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
、
陶

淵
明
の『
飲
酒
其
の
五
』「
菊
を
採
る
東
籬
の
下
悠
然

と
し
て
南
山
を
見
る
」と
、王
維
の『
竹
里
館
』「
独
り

坐
す
幽
篁
の
裏
、
…
」を
挙
げ
、「
超
然
と
出
世
間
的

に
利
害
損
得
の
汗
を
流
し
去
っ
た
心
持
ち
に
な
れ

る
」等
々
と
絶
賛
し
て
い
る
一
節
で
す
。

　

私
は
元
々
趣
味
で
俳
句
を
や
っ
て
い
て
、こ
の『
草

枕
』も
漱
石
自
身
が「
俳
句
的
小
説
」と
名
付
け
て
い

た
た
め
に
読
ん
だ
の
で
す
が
、
こ
の
一
節
に
触
れ
、

漢
詩
の「
閑
適
・
隠
逸
」の
魅
力
に
強
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
俳
句
の「
花
鳥
諷
詠
」と
も
通
じ
る
も
の
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
漢
詩
の
世
界
に

徐
々
に
分
け
入
る
よ
う
に
な
り
、
会
社
を
辞
め
た
二

年
程
前
か
ら
、
湯
島
聖
堂
と
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
、主
に
陶
淵
明
と
王
維
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
訳
で
、
私
の
作
る
漢
詩
も「
閑
適
・

隠
逸
」に
偏
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
愛
好
す
る

詩
の
境
地
を
学
び（
真
似
て
）詩
作
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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高
橋
純
子

　
江
都
雪
景	

　

江
都
雪
景

月
冷
深
更
雪
已
収	

月
冷
や
か
に
し
て
深
更
雪
已
に
収
ま
る

朔
風
吹
袂
水
邊
樓	

朔さ
く
風ふ
う	

袂
を
吹
く	

水
辺
の
楼

皚
皚
九
陌
人
蹤
絶	

皚が
い
々が
い
た
る
九
陌	

人じ
ん
蹤し
ょ
う絶
え

只
見
墨
江
分
二
州	

只
だ
見
る	

墨
江
の
二
州
を
分
か
つ
を

　

二
州
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、
服
部
南
郭
の

「
夜
下
墨
水
」と
い
う
詩
で
し
た
。

金
龍
山
畔
江
月
浮　
金
龍
山
畔	

江
月
浮
か
ぶ

江
搖
月
湧
金
龍
流　
江
揺
ら
ぎ
月
湧
い
て
金
龍
流
る

扁
舟
不
住
天
如
水　
扁
舟
住
ま
ら
ず	

天
水
の
如
し

兩
岸
秋
風
下
二
州　
両
岸
の
秋
風	

二
州
を
下
る

　

二
州
と
は
隅
田
川
を
境
と
し
た
武
州
と
総
州
の
こ

と
。
い
つ
か
こ
の
詩
語
を
使
い
隅
田
川
を
詠
ん
で
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
々
が
寝
静
ま
っ
た
夜

更
け
の
東
京
。
夜
空
に
浮
か
ぶ
白
い
月
、
雪
景
色
の

中
を
流
れ
る
隅
田
川
。
音
の
無
い
白
と
黒
の
景
色
を

表
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
身
に
余
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
松
学
舎
大
学
学
長
賞

	

五
嶋
美
代
子

　
不
懷
都	

　

都
を
懐
は
ず

山
如
高
閣
聳
嶙
峋	

山
は
高
閣
の
如
く
聳
へ
て
嶙り
ん
峋し
ゅ
ん
　

鳥
若
街
衢
喧
噪
頻	

鳥
は
街が
い
衢く

の
若
く
喧け
ん
噪そ
うな
る
こ
と
頻
り
な
り

京
邑
遙
遙
千
里
外	

京け
い
邑い
ふ	

遥
々	

千
里
の
外

何
愁
漫
叟
不
逢
人	

何
ぞ
愁
へ
ん	

漫ま
ん
叟そ
う	

人
に
逢
は
ざ
る
を

　

こ
の
度
は
栄
え
あ
る
特
別
賞
を
賜
り
、
大
変
う

れ
し
く
ま
た
恐
縮
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は

２
０
１
８
年
の
初
心
者
入
門
講
座
で
初
め
て
漢
詩
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
の
後
サ
ー
ク
ル
で
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
の
ヒ
ン
ト
も
鑑
賞
会

Ａ
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
の
で
、
受
賞
は
す
べ
て

神
漢
連
の
お
陰
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
詩
の
題
は
都
を
懐
わ
ず
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
当
は
都
が
懐
か
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
気
持

ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
社
会
の
第
一
線
を
退
い
た

日
本
詩
吟
学
院
賞

方
は
、
清
々
し
た
と
口
で
は
言
っ
て
も
心
の
ど
こ
か

で
か
つ
て
の
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を
懐
か
し
く

思
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
の
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
を
作
品
に
し
た
も
の
で
す
。

	

廣
田
雅
人

　
都
城
大
雪	

　

都
城
の
大
雪

亂
飄
雪
後
靜
無
風	

乱ら
ん
飄ぴ
ょ
うの
雪
後	

静
と
し
て
風
無
く

紫
陌
高
樓
一
白
中	

紫し

陌は
く	

高
楼	

一
白
の
中

日
出
雲
端
光
曄
曄	

日	

雲う
ん
端た
ん
を
出
づ
れ
ば	

光	

曄よ
う

々よ
う

都
城
忽
變
水
晶
宮	

都
城	

忽
ち
変
ず	

水
晶
宮
に

　

こ
の
度
は
、
思
い
が
け
ず
大
き
な
賞
を
頂
き
ま
し

た
。
漢
詩
大
会
に
は
初
め
て
の
応
募
で
し
た
が
、
全

漢
連
二
十
周
年
の
節
目
で
の
受
賞
は
、
重
ね
て
の
喜

び
で
す
。

　

こ
の
詩
は
テ
レ
ビ
の
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、
若
い

頃
の
都
心
の
大
雪
を
思
い
出
し
た
こ
と
が
切
っ
掛
け

で
し
た
。
吹
雪
の
夜
に
徹
夜
仕
事
を
し
た
翌
朝
、
雪

に
埋
も
れ
た
ビ
ル
街
に
陽
が
射
し
て
街
全
体
が
殊
更

に
眩
し
く
清
々
し
か
っ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
お

り
、
塵
雜
な
都
会
で
得
た
つ
か
の
間
の
そ
の
澄
ん
だ

情
景
と
心
持
ち
を
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
詩
に
仕
上
げ
る
に
は
い
ろ
い
ろ
苦
心
し
ま
し
た

が
、
幸
い
諸
先
生
の
ご
指
導
が
た
ま
た
ま
噛
み
合
っ

た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
が
頂
け
た
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
詩
が
ひ
と
つ
で
も
多

く
詠
め
る
よ
う
、精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

斯
文
会
理
事
長
賞

「
令
和
四
年
度

「
令
和
四
年
度
　　

全
日
本
漢
詩
連
盟

全
日
本
漢
詩
連
盟

設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
」

設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
」

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍
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大
野
若
人

　
京
洛
旗
亭
聽
琴	

　
　

京
洛
の
旗
亭
に
琴
を
聴
く

京
洛
旗
亭
夜
色
深	

京
洛
の
旗き

亭て
い	

夜
色
深
し

樂
師
閒
坐
奏
鳴
琴	

楽
師	

閑
坐
し
て
鳴
琴
を
奏
す

五
音
淸
響
寒
燈
下	

五
音	

清
ら
か
に
響
く	

寒
灯
の
下

遊
客
方
知
千
古
心	
遊
客	

方
に
知
る	

千
古
の
心

	

松
本
祐
輔

　
都
城
春
景	

　

都
城
の
春
景

天
晴
風
暖
柳
絲
垂	

天
晴
れ	

風
暖
か
く
し
て	
柳
糸
垂
る

盎
盎
春
光
到
處
宜	

盎お
う
々お
う
た
る
春
光	

到
る
処
宜
し

爛
漫
櫻
花
絳
葩
舞	

爛ら
ん
漫ま
ん
た
る
桜
花	

絳こ
う
葩は

舞
い

御
溝
水
碧
更
增
奇	

御
溝
水
碧
に
し
て	

更
に
奇
を
増
す

秀　

作

入
選
作
品

	
	

水
城
ま
ゆ
み

　
過
山
紫
水
明
處	

　

山
紫
水
明	

処
に
過
る

東
山
山
麓
鴨
川
西	

東
山
山
麓	

鴨
川
の
西

詩
伯
舊
居
茅
屋
低	

詩
伯
の
旧
居	

茅ぼ
う
屋お
く
低
し

猶
見
書
齋
翻
筆
墨	

猶
お
見
る	

書
斎	

筆
墨
翻
ひ
る
が
える
を

水
天
一
髪
壁
閒
題	

水
天
一
髪	

壁
間
の
題

	
	

横
溝
喜
久
男

　
鎌
臺
古
道
名
越
切
通	　
鎌
台
の
古
道	

名な

越ご
え

切き
り

通ど
お
し
　

鬱
蒼
樹
蔭
草
莱
繁	

鬱う
っ
蒼そ
う
た
る
樹
蔭	

草そ
う
莱ら
い
繁
く

綠
蘚
巨
巖
妨
駿
奔	

緑
り
ょ
く
蘚せ
ん
の
巨き
ょ
巖が
ん	

駿
し
ゅ
ん
奔ほ
ん
を
妨
ぐ

曾
是
牙
城
要
衝
徑	

曽
て
是
れ
牙が

城じ
ょ
う

	

要よ
う
衝し
ょ
うの
径

今
無
人
訪
鳥
聲
喧	

今	

人
の
訪
う
無
く	

鳥
声
喧
し

令
和
五
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
令
和
五
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会	

全
国
漢
詩
の
祭
典
ー
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭

２
０
２
３

十
月
二
十
八
日　

表
彰
式　

石
川
県
小
松
市

応
募
完
了

●
令
和
五
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」	

漢
詩
大
会　
　

詩
題「
雲
」

応
募
期
間　

八
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

応
募
資
格
は
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
会
員

Ｕ
─
23
対
象
者
は
非
会
員
で
も
応
募
可（
応
募

無
料
）

●
第
二
十
六
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

十
一
月
二
十
五
日　

表
彰
式　
　

多
久
市

詩
題　
「
宿
」

応
募
締
切　

八
月
十
八
日

●
第
八
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

大
会
は
開
催
さ
れ
ず
Ｈ
Ｐ
上
で
入
賞
者
公
表

自
由
題　
　
　

応
募
完
了

●
諸
橋
轍
次
博
士
生
誕
百
四
十
周
年
記
念

	

第
十
五
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

十
一
月
十
一
日
、十
二
日

自
由
題
・
生
誕
記
念
の
部

応
募
締
切　

七
月
三
十
一
日
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編
集
後
記 

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
は
五
月
三
十
日
総
会
よ
り
新

体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
も
編
集
メ

ン
バ
ー
に
田
内
隆
を
加
え
、東
島
正
樹
、高
橋
純
子
の

三
名
と
な
り
ま
し
た
。宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

鷲
野
先
生
の
講
演
会
で
は
、
杜
甫
の
憂
い
の
底
に

あ
る
人
間
の
生
命
力
、
家
族
へ
の
深
い
愛
情
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
是
非Y

ouT
ube

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
今
、
私
の
手
元
に
は
本
棚
か

ら
出
し
て
き
た
杜
甫
の
詩
集
が
。
鷲
野
先
生
の
釈
義

を
お
聴
き
し
て
、
読
ん
だ
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
の

だ
と
は
っ
き
り
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
再
度
じ
っ

く
り
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
会
の
後
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜
に
於
い
て

約
三
年
ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鷲

野
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
玉
韻
を
住
田
先
生
が
吟
詠
さ

れ
、
続
い
て
鷲
野
先
生
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
退
任
さ

れ
る
方
々
に
感
謝
を
込
め
て
童
謡「
故
郷
」の
替
え
歌

を
皆
さ
ん
と
合
唱
し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

神
漢
連
で
は
春
と
秋
の
年
二
回
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
そ
の
講
演
会
も
毎
回
楽
し
み
な
の
で
す
が
、
実

は
同
じ
く
ら
い
心
待
ち
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
港
の
見
え
る
丘
公
園
の
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
で

す
。
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
で
漢

詩
が
で
き
れ
ば
い
う
こ
と
無
い
の
で
す
が
、
な
か
な

か
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
詩
嚢
を
肥
や
す
こ

と
だ
け
で
も
と
、
マ
ス
ク
を
少
し
ず
ら
し
て
香
り
を

深
く
吸
い
込
み
な
が
ら
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。	

（
高
橋
純
子
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟	

令
和
五
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
よ
う

●
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
を
八
月
二
十
四
日（
木
）に
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
者
全
員
に
参
加
の
可
否
を
問
合
せ
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

な
お
、
明
年
二
月
に
も
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

●
漢
詩
講
演
会

期
日	

十
一
月
一
日（
水
）

時
間	

午
後
二
時
～
四
時

場
所	

神
奈
川
近
代
文
学
館

講
演
者
と
演
題　

横
浜
国
立
大
学
准
教
授　

高
芝
麻
子
先
生　

演
題
は
未
定
。

参
加
申
込	

不
要
。
会
員
以
外
も
参
加
可
能
。
無
料
。

挿
絵
は
故
田
原
健
一
氏
作
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

挿
絵
は
故
田
原
健
一
氏
作
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す


